
中央自動車道 笹子トンネル天井板落下事故に伴う「中央道

通行止めに関する連絡会議」を設置し開催しました。
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平成２４年１２月２日（日）に発生した中央自動車道 笹子トンネル天井板落下事故

に伴い、中央道の周辺区間で一定期間の通行止めが想定されることから､迂回交通

の円滑化等を図るため、関係機関が情報共有と対策検討を行うことを目的として

「中央道通行止めに関する連絡会議」 を設置しました。

関係機関は以下のとおりとなっています。

国土交通省 関東地方整備局 道路部

国土交通省 関東地方整備局 甲府河川国道事務所

国道交通省 関東運輸局 企画観光部・自動車交通部

山梨県県警本部 交通規制課

山梨県 県土整備部

ＮＥＸＣＯ中日本 八王子支社

また、第１回目の会議を、下記の日時、場所で行いました。

○日 時 平成２４年１２月６日（木） １３：００ ～ １５：３０

○場 所 甲府河川国道事務所 会議室

○会議結果 別紙１参照

平成２４年１２月６日（木）
国土交通省 関東地方整備局
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中央道通行止めに関する今後の対応

中央道通行止めに関する連絡会議（第１回）において、関係機関により、

今後の対応について、以下の合意を得ました。

１．迂回路における円滑な交通の確保

①迂回路を止めないように、除雪対策を強化

②渋滞の原因とならないように、道路工事を抑制

③混雑を緩和するために、広域的な迂回路の設定を検討

２．迂回路の情報提供の強化

①ＨＰ、道路情報板、道の駅にて迂回路の情報を提供

②新聞、ラジオ、チラシ等のメディアを活用して迂回路の情報を提供

③運輸事業者等への迂回路利用等の協力依頼を実施

３．今後の進め方

①関係機関の情報共有と連携により、円滑な対応を実施

②次回、連絡会議は１２月中旬頃の開催予定
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